
□プロット：「食べるとは何か」についてAIと会談しながら答えを見つけて行く
□声優に録音してもらった台本に合わせて自分一人で芝居する
□内容選定の理由：
　・万博という未来技術発表の場でAIと対話しながら哲学的な話をするという象徴性。
　・子供がもちろん、まだAIに使い慣れていない大人にもAIの使い例を披露する。
　・
□対象：15歳以下の観客
　・クボタ社の客のみで最低350人が子供客
　・一般の観客でも子供が多数いると予想
　・親は子供が楽しめば満足する
　・観客リアクションの誘導があれば、親が子供を後押しする傾向がある
□希望発表順番：1番
　・子供の集中力は長くないため
□登場人物
　・シェフ（じぶん）：食べるとは何か？という発表課題を受け、どうすればいいか悩んでいる。
　・AI1（Chat PPT）：いわゆるロボットっぽい性格。論理的。
　・AI2（Genminiゲンミニ）：AIらしくa=b的な単純な考え方をするが、それがむしろ子供の純粋さに似ていて、大人をびっくりさせる。子供観客に共感してもらうための役割。
□ポイント
　・なるべくAIは情報を提供する役にする。情報をまとめて思考し、ひらめくのは人間にする。
　・子供観客のリアクションを誘導するところを入れる。
　・


台本例
ノートパソコン：以上で、ファイナルのミーティングは終わりです。
自分（以下J）：（パソコンを閉じる）はぁ…どうしよう。ファイナルの発表は…「食べるとは何か」か。AIでも聞いてみようかな。おーい、チャットPPT
AI1（以下１）」：ハイ、シェフ
J：あのさ、食べるっていうのは何だと思う？
１：ハイ、食べるとは、食物を口腔に取り込み、咀嚼し、嚥下し、代謝によりー
J：いやいやいやちがうちがうちがう、そういう辞書的な意味じゃなくて、もうちょっとね、哲学的な話をしようよ。まぁ、でもAIにそういう話は無理か。。
１：ではこれはどうでしょう。食べるとは過去と未来を今に結ぶ行為だ。
J：（ちょっと驚く、意外だなと顔）へー悪くないねー。なんか、それっぽく言ってるだけの気もするけど。まあいい、ちなみに俺は、食べるというのは文化の中でも最前線にある物。だと思う。なぜならー
1:ナルホド、


.
（Ｊは文化的、社会的意味もアピールする、しかし１は栄養的な意見ばかりで二人の意見が分かれる内容）
.
J：だから、厳密にいうと、食べるとはねー
２：食べるとは、お腹のからっぽをいっぱいに変えることです！
J：え？だれ？
２：ゲンミニだよ。
J：？？呼んでないんだけｄo…ゲンミニ、厳密、に、ゲンミ…に。はぁ。。まぁいい、、そして？
２：元気をチャージすること！
Ｊ：はいはい、もういいもういい
２：明日生きるために必要なこと！
Ｊ：それは当然、食べないと死んじゃうからー…ちょっと待って。ＰＰＴ，先の哲学的な答え、もう1回言ってみて。
１：食べるとは過去と未来を今に結ぶ行為だ。デス
Ｊ：明日を生きるため、過去の動物や植物を食べ、今の自分になる。
お母さんの料理を食べた俺が、またその料理をみんなに作ってあげられる！
そういうことだったのか！
.
.
.
Ｊ：では皆さんも、この後(今日の)夜ご飯を食べながら食べるとは何か、一度考えてみましょう。そして食べる前に作ってくれた人、命をくれた食材へのあの言葉もお忘れなく。なにを？
観客：…
Ｊ：なにを？
観客：いただきます！
Ｊ：食べた後は？
観客：ごちそうさまでした！
